
第５検討部会 会議録 
会議の名称  第３回 第５検討部会 

開 催 日 時  平成 19年 8月 31日（金）18時 00分から 20時 00分 

開 催 場 所  川口市職員会館 講座室Ｂ 

出 席 者  
（部会長）石井副委員長   
（委員）北原委員、椎橋委員、豊田委員、木岡委員、青山委員、庵地委員、

伊田（昭）委員 

会 議 内 容  １．川口市で改めるべきこと、変えた方がいいこと 

会 議 資 料  ・第３回部会資料 

発 言 内 容  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■部会日程について 
・前回欠席であった椎橋委員の意見を伺い、次回日程は予定通り、９月６

日とする。 
・その後の日程については、以前確認したように、委員の都合を踏まえ、

日中、夜間の相互開催を原則として、その都度相談しながら決めること

とする。 
 
■川口市で改めるべきこと、変えた方がいいこと 
・前回出し合ったものを皆で意見を出し合い整理した。 
１．川口市で改めるべきこと、変えた方がいいこと 
１）川の浄化 
・下水道が整備されかなり水質は改善した。まだ下水道に接続していない

世帯があり、一層の努力が必要である。 
 
２）町会の改善 
・賃貸に入居する若い人たちは、永住する意思も弱く町会に入ってくれな

い。入会率が５割を切る町会もある。安全は守れないということで勧誘

をすると効果的である。入会を義務とすることも必要ではないか。 
・閉鎖的である。若い人たちの意見が通りにくい。 
・役員になったらいろいろ駆りだされる。 
・15程度の連合町会があり、その下に町会、地区、班で構成される。法人
格を持つ町会もある。 
・川崎市市民会議のような開かれた組織にすることが考えられる。 
 
３）公共施設の利便性の向上 
・課題としては施設の安全性の向上、魅力の向上、地域格差の解消である。 
・公民館はある程度充実している。公民館は公民館活動のサークルで相当

程度押えられ、一般のサークルでは予約しづらい。 
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４）学校への支援と活用 
・学校をコミュニティの中心として機能させるべきである。 
・学校の改善活動に地域の人が参加したり、学校の施設を地域の人が利用

することが考えられる。 
 
５）まちの安全性 
・道路交通の安全性の向上は課題である。 
・駐輪場はモラルの問題が大きい。 
 
６）安心して子育てできるまち 
・市全体で小児救急医療、産科の絶対数が不足している。人口の増加に追

いつかない。小児科医、産婦人科医不足も影響している。今、産科入院

を申し込んでももう一杯ということもある。 
 
７）次世代に向けたまちづくり 
・都市景観の整備、商店街の活性化、工業と住宅地の共存、農地と住宅地

の共存、火葬場の整備など、都市計画の課題がある。 
 
８）外国人との共存 
・近年外国人が増えている。外国人を排除するのではなく、一緒にまちづ

くりを考えるべきである。 
 
■川口市のめざす姿 
・医療が安心で、防犯防災面が安心なまちがいいまち、住み続けたいまち

である。 
 
■市への要望 
・10月の部会に、監査事務局の職員から監査の概要についてゲスト講義を
お願いしたい。検討してほしい。 

次回以降日程 
（予定） 

第４回 ９ 月 26日（水）18～20時      職員会館 講座室Ｂ  
第５回 10月 ９日（火）10～12時      職員会館 講座室Ａ 
第６回 10月 18日（木）18～20時    職員会館 教養室Ａ･Ｂ 
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